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戦後和解政策にみる「脱政治」と抵抗 
―元アメリカ兵捕虜の「心の和解」― 
Non-Political Claims and Political Resistance: 
A Case Study of American Former POWs’ Postwar 





Conventional approaches of postwar reconciliations among nations have been criticized 
for their prioritization of national interests. Critics agree that postwar reconciliation should 
be reexamined from an ethical point of view; however, some also insist that ethical issues 
should not be over politicized. These differing opinions have led the postwar 
reconciliation process in two different directions. This study examines the dynamics 
between these two driving forces of the Friendship Program, supported by the Japanese 
government and aimed at postwar reconciliation between American former prisoners of 
war and the Japanese public. 
 



















なった要因の解明は容易ではない。Jeffrey Olick と Brenda Coughlin（2003）は、1990 年代
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そこでは戦後和解の両義性が、戦後和解政策にどのような成果や課題をもたらしているの
であろうか。 


































ムとの関係は深い。2010 年に初めて招聘された元捕虜 6 名のうち 3 名は ADBC の歴代会
長を務めており、同年招聘された 2 名の遺族も ADBC 次世代の会(9)の会長と役員であった。
初代グループリーダーはプログラム実現の立役者と認められている人物である。 
 



































毎年恒例の日本記者クラブでの会見は約 1 時間である。2011 年度は滞在 6 日目に実施され
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な機会である。2012 年 5 月の大会では 2011 年 10 月に実施された招聘プログラムの参加者
のなかから3名の元捕虜と、高岡を訪問した元捕虜Bさんの娘Cさんが報告をおこなった。
C さんの父親 B さんは参加者のひとりであったが、A さんは体調を崩してこの年の大会に
は来ていなかった。 
約 1 時間の報告は C さんのパワーポイントを使ったプレゼンテーションで進行された。
東京のホテルの設備のよさという一般的な日本の印象からはじまり、駐日アメリカ大使と
の面会、外務省高官による謝罪（この高官とは別に外相も謝罪をおこなっている）につい
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(1) たとえばローマ教皇ヨハネ・パウロ 2 世（当時）、トニー・ブレア英首相（当時）、ビル・クリ
ントン米大統領（当時）が過去の出来事への遺憾を表明した（Olick & Coughlin 2003）。 
(2) http://www.cas.go.jp/jp/siryou/050412heiwa.pdf （2010 年 11 月 7 日取得）。10 年間で歴史研究支援
事業と交流事業の 2 分野を柱に 60 事業がおこなわれ、約 900 億円が費やされている。このうち元
捕虜関係の事業は 4 つある。 
(3) 謝罪の問題については Lind（2008）を参照。 
(4) 裁判の概要については戦争責任資料センターホームページを参照。
http://space.geocities.jp/japanwarres/center/hodo/hodo07.htm（2014 年 6 月 7 日取得）。 
－ 54 － 
(5) http://www.cas.go.jp/jp/siryou/050412heiwa.pdf（2013 年 5 月 30 日取得）。オランダの場合は元捕虜
の孫が招聘された。 
(6) たとえば、ある元捕虜によるクリントン国務長官（当時）への嘆願書を参照。 
http://www.us-japandialogueonpows.org/index-J.htm（2011 年 9 月 15 日取得）。 
(7) http://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/23/10/1013_02.html（2012 年 9 月 25 日取得）。 
(8) 1946 年に設立された「バターン・コレヒドール防衛兵の会＜the American Defenders of Bataan & 
Corregidor, Inc.＞」は 2010 年に解散し、「ADBC 次世代の会＜the Descendant Group-ADBC＞」が活
動を引きついだ。さらに 2012 年に「ADBC メモリアルソサイエティ＜ADBC Memorial Society＞」
と改名され現在にいたっている。 
(9) 註 8 参照。 
(10) http://www.youtube.com/watch?v=1j4IzQl9tR8（2013 年 6 月 3 日取得）。 
(11) この元捕虜は、日本人質問者による 3 つの質問と、それぞれの質問への回答を混同しながら報
告している。 
(12) http://time.com/3334677/pow-world-war-two-usa-japan/（2014 年 10 月 9 日取得）。2014 年 9 月 14
日の電子版 Time に掲載された記事では、日本をゆるすことなく亡くなったという元捕虜の娘の「も
し企業が父にしたことを認め謝罪をしていたら、父に一段落＜closure＞をもたらしていただろう」
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